
(1) 担当支部： 富山支部 9899
分水嶺区分 2004年 9月 19日 (4)天候：

（５）参加者氏名および会員番号
松本睦男 11298
山田信明 9899
近藤　晋 10684
谷村正則 12272

計 計

（６）山行記録・位置確認（出発点・ピーク・峠・到達点など、主要ポイントに関して）・所要時間・道の状況
ｺｰｽ概略：
ｱﾌﾟﾛｰﾁ：

度 分 度 分 秒
歩行開始点 肩ノ小屋 6:20
分水嶺到達点W029 乗鞍岳（剣ヶ峰） 137 33 36 6 23.5 3,041 7:10 A-1

肩ノ小屋

日影峠 137 26 36 8 42.4 1,559 11:40 A-1
W037 日影平山 137 26 36 8 44.8 1,598 11:55 A-1

分水嶺離別点
歩行終了点

（７）三角点の位置と保存状況
上記(6)の地点ｺｰﾄﾞを
記入してください

点名 等級 方位

W029 剣ヶ峰 １ 南東
W037 日影平山 ３ 南

（８）人工施設の現況および地形図との相違点

（９）水および植生に関連した特記事項

（10）その他の特記事項

（11）写真の添付：（ 有りの場合には、写真説明を記入してください）

富山～神岡～平湯～畳平～肩ノ小屋
乗鞍岳（剣ヶ峰）～日影平山　

経度E
秒

高度
ｍ

緯度Ｎ 道の
状況

到着
時刻

地点ｺｰﾄﾞ 地点名
2.5万分の1
地形図名

13.0

58.9
52.0

高柳清美
11740

森　修作
平田信康

会員番号：山田信明
(3)山行日：W029乗鞍岳，日陰峠～W037日陰平山

13511
8名 2名

13399

事務局整理記入欄 富山－4
雨

9898

乗鞍岳
〃
〃

飛騨青屋
〃

保存
状況

良好

JAC創立１００周年記念国内登山(中央分水嶺踏査)の山行報告書

   写真説明：
　　　　　　　　①日影平山山頂

　した。帰路は、すでに踏査済みの、美女高原付近の分水嶺を通過する道路を経由して国道41号線に出、宮峠をこえて富山へもどった。
　一等三角点を確認したあと引き返した。平湯にもどると天気が回復したため、ゴール地点の日影峠に移動し、日影平山までトレース
・剣ヶ峰～丸黒山～日影峠の分水嶺を２泊３日で踏査すべく出かけたが、２日目の朝は雨とガス、強風のため乗鞍岳山頂剣ヶ峰の

・青年の家裏の雑木林に入るとキノコ類が豊富。

総歩行時間（休憩時間を除く）：

〃

特記事項

(1)～(8)は必ず記入してください。(9)～(11)は、気づいた事項があれば記入してください。

サポート要員氏名および会員番号

出発
時刻

本郷潤一
道正政信

(2)記載者氏名：

(8)～(11)の特記
事項等との関係

5791木戸繁良
11717

・国立乗鞍青年の家から日影峠までは、狭いが車で走行可能な林道がある。峠の先は青屋牧場となっている。

　　　　　　　　②日影平山三等三角点1,595.3m　



山行報告書（続き）
表面（１ページ目）に書ききれなかった事項を記入してください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日影平山山頂

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日影平山三等三角点1,595.3m


